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王
葬
代
の
財
政
山
田
勝
芳
序
。
筆
者
は
既
に
別
稿
に
お
い
て
、
前
漢
代
の
財
政
運
営
及
び
財
政
構
造
上
に
引
起
さ
れ
て
い
た
変
化
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
漢
末
期
に
は
皇
帝
の
家
産
と
し
て
の
帝
室
財
政
選
営
に
行
詰
り
が
見
ら
れ
、
よ
り
国
家
財
政
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
中
央
・
地
方
の
官
僚
の
み
な
ら
ず
、
皇
帝
に
と
っ
て
も
財
政
改
革
の
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
真
に
は
、
武
帝
代
以
後
商
業
税
収
入
を
取
込
み
な
が
ら
郡
県
制
的
支
配
に
基
く
団
組
・
賦
欽
収
入
を
増
加
さ
せ
て
き
た
国
家
財
政
が
量
的
に
も
全
財
政
に
占
め
る
比
置
を
増
し
、
一
方
帝
室
財
政
は
古
代
商
業
の
衰
退
に
伴
っ
て
そ
の
収
入
を
減
少
さ
せ
る
、
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
こ
の
古
代
商
業
の
表
返
を
腐
ら
し
た
の
は
、
貨
幣
経
済
の
衰
退
と
、
豪
族
に
よ
る
荘
園
経
営
の
盛
行
と
い
う
経
済
的
要
因
で
あ
り
、
文
武
帝
代
以
後
の
強
圧
的
な
抑
商
政
策
と
い
う
政
治
的
要
因
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
は
又
、
帝
室
財
政
収
入
が
本
来
的
に
基
盤
を
置
い
て
き
た
皇
帝
に
よ
る
山
沢
の
家
産
化
そ
の
も
の
が
動
揺
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
財
政
は
前
漢
末
、
政
治
的
に
も
、
経
済
的
に
も
改
革
を
要
誇
さ
れ
て
い
た
。
王
葬
は
従
来
中
央
諸
官
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
山
沢
・
塩
鉄
・
鋳
銭
な
ど
の
所
謂
六
箆
を
地
方
郡
県
の
管
轄
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
上
前
漢
の
国
家
財
政
を
強
化
拡
大
す
る
方
向
で
財
政
を
義
和
(
漠
大
司
農
〉
の
下
に
一
元
化
し
、
い
わ
ば
「
帝
国
財
政
」
が
こ
の
時
成
立
す
る
。
そ
し
て
従
来
帝
室
財
政
を
担
当
し
て
き
た
共
工
(
漢
少
府
)
及
び
予
良
(
漢
水
衡
都
尉
)
は
、
宮
中
諸
官
及
び
苑
聞
を
掌
る
官
と
な
り
、
財
政
運
営
に
関
係
し
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
王
葬
に
よ
る
財
政
改
革
が
一
方
で
皇
帝
権
の
強
化
を
も
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
為
に
何
ら
か
の
措
置
が
と
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
定
官
を
介
し
て
、
皇
帝
が
中
央
の
財
庫
・
倉
庫
を
直
接
掌
握
し
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
王
雰
代
の
財
政
制
度
を
表
一
目
す
れ
ば
左
の
如
く
に
な
る
。
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王
葬
代
の
財
政
機
構
民
※
夫
布
に
つ
い
て
は
後
述
。
と
と
ろ
で
王
恭
代
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
著
名
な
王
田
制
・
幣
制
改
革
・
六
箆
な
ど
は
触
れ
ら
れ
て
も
、
両
漢
の
重
要
な
財
政
収
入
項
目
を
な
す
回
租
・
賦
飲
な
ど
が
、
王
葬
代
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
存
在
し
た
の
か
、
或
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
に
も
関
ら
ず
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
同
-
戸
ロ
ロ
『
ω
氏
が
、
井
田
制
の
実
施
に
よ
っ
て
田
租
が
増
額
し
た
@
 
こ
と
を
述
べ
、
口
算
・
口
銭
・
寧
賦
・
燈
金
(
関
税
を
指
す
)
な
ど
は
継
続
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
田
租
が
増
額
さ
れ
、
そ
の
他
の
賦
税
も
又
継
続
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
六
箆
や
幣
制
改
革
に
よ
る
政
府
収
入
の
増
加
も
加
わ
っ
て
、
財
政
収
入
は
飛
四
階
的
に
増
加
し
た
筈
で
あ
り
、
逆
に
人
民
の
負
担
は
湛
え
難
い
ま
で
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
王
界
は
そ
の
苛
政
を
非
難
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
し
か
し
玉
界
は
即
位
後
直
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
苛
政
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
の
莞
が
有
徳
の
舜
に
位
を
譲
っ
た
如
く
、
彼
は
有
徳
者
と
し
て
漢
か
ら
禅
議
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
儒
教
道
徳
の
体
現
者
を
自
認
し
て
い
た
王
採
に
と
っ
て
、
有
徳
者
の
意
識
は
強
烈
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
賦
税
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
改
革
が
な
さ
れ
て
、
人
民
の
負
担
を
や
み
く
も
に
増
す
こ
と
を
避
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
れ
が
第
一
の
問
題
で
あ
る
。
第
二
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
全
財
政
的
に
見
た
場
合
、
王
葬
に
よ
る
王
国
制
・
幣
制
改
革
・
六
箆
な
ど
の
政
策
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
財
政
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
王
界
代
財
政
の
構
造
解
明
に
繋
が
る
問
顕
で
あ
り
、
更
に
は
王
界
代
財
政
の
歴
史
的
意
義
づ
け
に
も
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
小
論
に
お
い
て
は
、
以
上
二
つ
の
問
題
を
中
心
に
し
て
、
王
珠
代
財
政
の
諸
問
題
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。
賦
t乙
ペコ
し、
て
王
球
は
始
建
国
元
年
、
次
の
よ
う
な
王
国
制
施
行
・
奴
紳
の
売
買
禁
止
の
認
を
下
し
て
い
る
。
古
者
、
設
庇
井
八
家
、
一
夫
一
婦
、
回
百
畝
、
H
一
而
税
、
則
国
給
民
官
、
而
煩
戸
作
。
比
唐
良
之
道
、
一
一
一
代
所
巡
行
也
。
泰
為
無
道
、
厚
賦
税
、
以
自
供
索
、
罷
民
力
、
以
極
欲
、
壊
聖
制
、
廃
井
田
。
是
以
兼
弁
起
、
食
間
生
、
強
者
規
回
以
千
数
、
弱
者
曽
無
立
錐
之
居
。
叉
低
奴
紳
之
市
、
与
牛
馬
問
閥
、
制
於
民
臣
、
制
断
英
命
。
姦
虐
之
人
、
因
縁
為
利
、
至
略
売
人
斐
子
、
逆
天
心
、
詩
人
倫
、
纏
於
天
地
之
性
人
為
責
之
議
。
寄
目
、
子
則
奴
致
女
。
唯
不
用
命
者
、
然
後
彼
此
事
失
。
漢
民
減
怪
田
租
、
三
十
而
税
て
常
有
克
帥
州
、
罷
癌
威
出
。
而
豪
民
侵
陵
、
分
田
劫
仮
。
駅
名
三
十
税
一
、
実
刊
税
五
也
。
父
子
夫
婦
終
年
緋
芸
、
所
得
不
足
以
自
存
。
故
寓
者
犬
馬
余
夜
来
、
騎
而
為
邪
、
貧
者
不
服
糊
糠
、
窮
而
為
姦
、
供
陥
干
事
、
刑
用
不
錯
。
予
前
在
大
箆
、
始
令
天
下
公
田
口
井
、
時
則
有
孫
禾
之
持
、
迎
反
虜
逆
賊
且
止
。
今
夏
名
天
下
回
目
玉
田
、
奴
畑
昨
日
私
属
、
皆
不
得
売
買
。
其
男
口
不
盈
八
而
田
過
一
井
者
、
分
余
回
、
予
九
族
都
墨
郷
党
。
故
無
回
今
当
受
困
者
、
如
制
度
。
敢
有
非
井
B
堅
制
、
無
法
感
衆
者
、
投
諮
問
務
、
以
禦
魁
肱
、
如
皐
始
祖
考
成
帝
故
事
。
(
波
警
巻
九
九
中
王
事
伝
中
〉
大
土
地
所
有
に
よ
る
貧
富
の
懸
隔
、
非
人
間
的
な
奴
蝉
の
売
買
を
目
路
し
、
そ
れ
を
非
と
す
る
以
上
、
帝
舜
に
自
ら
を
準
え
る
政
権
担
当
者
は
何
ら
か
の
改
革
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
大
土
地
所
有
と
奴
蝉
売
買
が
土
地
所
有
小
農
民
の
解
体
を
促
し
、
郡
県
制
的
支
配
下
に
あ
る
戸
口
を
減
少
さ
せ
、
前
漠
後
期
益
々
財
政
上
に
比
重
を
増
し
て
き
た
郡
県
制
的
支
配
に
基
く
租
税
収
入
を
減
少
さ
せ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。
過
去
に
実
施
さ
れ
失
敗
し
た
師
丹
の
限
周
奴
牌
策
も
同
様
の
認
識
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
現
状
認
識
は
正
し
い
。
し
か
し
実
現
可
能
性
の
高
い
師
丹
の
筑
で
す
ら
失
敗
し
た
の
に
、
当
時
全
く
理
念
的
に
し
か
存
在
し
な
い
井
田
制
を
採
用
し
、
土
地
の
売
買
禁
止
と
所
有
制
限
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、
始
め
か
ら
実
現
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
詔
に
お
い
て
王
非
は
漢
の
税
役
制
の
不
合
理
さ
を
も
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。
井
田
制
に
基
く
什
一
の
税
を
理
想
と
す
る
王
朝
仲
王
葬
代
田
財
政
( 
山
回
〉
ハ五
六
六
に
と
っ
て
は
、
泰
淡
の
税
役
制
は
改
革
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
「
罷
癌
さ
え
も
が
皆
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
更
賦
一
の
存
在
は
王
務
の
政
治
に
お
い
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
う
。
問
題
は
こ
の
「
更
賦
」
の
内
容
と
、
そ
れ
が
詔
文
全
体
か
ら
見
た
場
合
意
味
す
る
所
の
も
の
が
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
浜
口
重
国
民
は
、
こ
れ
を
「
然
し
令
意
は
、
漢
家
の
制
に
は
更
卒
の
役
が
あ
り
、
こ
れ
に
過
更
す
る
代
償
金
を
取
ら
れ
る
、
而
し
て
罷
鑑
(
矯
小
、
乃
至
軽
度
の
不
具
者
そ
の
他
の
調
で
あ
る
)
に
対
し
て
実
役
に
就
く
こ
と
は
強
制
し
な
い
け
れ
ど
も
、
実
役
代
償
金
を
出
さ
し
め
る
@
 
点
は
健
全
な
者
の
過
更
す
る
場
合
と
少
し
も
変
ら
な
い
、
斯
の
如
き
苛
酷
な
制
度
に
加
へ
て
:
:
」
と
解
し
、
罷
艇
に
ま
で
課
さ
れ
て
い
た
、
実
役
代
償
金
で
あ
る
更
賦
の
背
酷
な
徴
収
を
非
難
し
た
も
の
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
平
中
苓
次
氏
は
、
漢
書
食
貨
士
山
に
見
え
る
同
じ
認
に
つ
け
ら
れ
た
晋
灼
の
注
に
、
「
雌
老
病
者
、
皆
復
出
口
算
」
と
あ
る
の
を
無
視
す
べ
き
で
な
い
と
し
、
更
に
塩
鉄
論
未
通
篇
に
、
文
学
日
、
什
一
而
籍
、
民
之
力
也
。
山
富
耗
美
問
問
、
与
民
共
之
。
民
助
、
己
不
独
桁
。
民
祈
、
己
不
独
勤
。
故
日
、
什
一
者
、
天
下
之
中
正
也
。
回
雌
=
一
十
而
以
頃
畝
出
税
、
楽
歳
粒
米
梁
概
而
寡
取
之
、
凶
年
飢
箇
而
必
求
足
。
加
之
以
口
賦
更
係
之
役
。
率
一
人
之
作
、
中
分
兵
功
。
農
夫
悉
其
所
得
、
或
仮
貸
而
益
之。
と
あ
る
の
を
引
き
、
と
も
に
漢
の
租
税
体
系
に
お
い
て
は
、
田
租
が
三
十
分
の
一
で
低
い
に
も
関
ら
ず
、
そ
の
他
に
「
更
賦
」
乃
至
「
口
賦
更
係
之
役
」
が
あ
っ
て
、
実
質
は
非
常
に
重
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
食
貨
志
の
「
更
賦
」
は
「
免
役
銭
の
よ
う
な
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
全
般
的
な
『
更
』
と
『
賦
』
の
両
方
を
指
し
て
い
る
も
の
」
で
あ
り
、
塩
鉄
論
の
言
う
「
口
賦
更
鰍
之
役
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
し
、
「
漢
王
朝
は
回
程
を
軽
減
し
て
収
穫
の
三
十
分
の
一
と
い
う
低
い
税
率
に
し
た
が
、
実
は
そ
の
ほ
か
に
必
ず
係
役
中
口
賦
(
口
算
・
口
銭
)
の
負
担
が
あ
り
、
罷
癌
の
よ
う
な
身
体
障
害
者
で
さ
え
も
皆
口
賦
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
王
葬
の
云
お
う
と
し
た
こ
と
は
、
漢
代
の
人
民
の
負
担
の
重
き
で
あ
っ
て
、
何
も
特
に
免
役
銭
と
し
て
の
『
更
賦
』
の
こ
と
だ
け
を
取
上
げ
て
云
々
し
た
わ
け
で
⑤
 
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
こ
の
詔
を
解
し
た
。
こ
の
問
題
に
答
え
る
為
に
は
少
し
く
迂
回
し
て
、
諸
税
が
財
政
上
に
お
い
て
も
っ
た
比
重
の
変
化
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
序
で
述
べ
た
よ
う
に
、
前
漢
後
期
、
全
財
政
的
に
見
た
場
合
商
工
業
税
収
入
に
対
し
て
郡
県
制
的
支
配
に
基
く
諸
収
入
が
一
層
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
た
。
例
え
ば
本
来
わ
ら
の
形
で
納
入
す
べ
き
務
藁
税
も
糧
株
と
し
て
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
以
外
は
次
第
に
銭
納
化
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
そ
れ
故
後
漢
書
の
租
税
免
除
詔
令
中
に
「
田
租
・
秘
義
」
の
よ
う
に
田
租
と
セ
ヲ
ト
に
な
っ
て
頻
出
し
、
又
王
充
論
衡
巻
一
二
謝
短
篇
に
「
今
量
租
岬
割
、
何
意
」
と
あ
っ
て
、
租
と
相
却
を
併
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
後
抽
出
の
郡
県
民
が
納
入
す
べ
き
租
税
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
位
@
 
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
国
家
が
銭
を
税
収
入
に
よ
っ
て
得
る
場
合
、
も
は
や
商
工
業
税
に
依
存
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
最
大
の
原
因
が
あ
る
。
同
様
の
事
情
は
、
前
抽
出
代
国
家
財
政
の
上
で
非
常
に
大
き
な
比
重
を
占
め
た
塩
鉄
専
売
さ
え
を
も
、
貨
幣
経
済
の
衰
退
に
伴
う
経
済
活
動
の
全
般
的
低
下
の
影
鯨
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
文
豪
族
に
よ
る
自
給
自
足
的
荘
園
経
済
の
進
展
は
そ
れ
が
山
択
の
一
定
の
取
込
み
を
条
件
と
す
る
以
上
、
塩
鉄
専
売
に
も
影
響
を
与
え
ざ
る
を
え
な
い
。
漢
書
巻
九
一
貨
殖
伝
に
よ
る
と
、
成
帝
京
帝
頃
の
成
都
の
商
人
羅
一
哀
が
「
控
塩
井
之
利
」
に
し
て
い
る
が
、
前
抽
出
末
塩
鉄
専
売
が
権
力
者
を
パ
ッ
ク
に
し
た
商
人
や
、
地
方
の
有
力
豪
族
に
よ
っ
て
空
洞
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
の
一
例
証
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
国
家
の
財
政
は
田
租
・
算
賦
を
中
心
と
す
る
郡
県
制
的
収
入
に
益
々
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
成
帝
時
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
帝
が
丞
相
翠
方
進
を
責
め
た
次
の
よ
う
な
認
が
あ
る
。
朕
惟
往
時
之
用
、
与
今
一
也
。
百
僚
用
度
各
有
数
。
君
不
量
多
少
、
一
聴
率
下
言
、
用
度
不
足
、
奏
時
}
切
増
賦
、
税
城
郭
填
及
閤
回
、
過
誌
、
算
馬
牛
羊
、
治
益
塩
鉄
、
変
更
無
常
。
朕
既
不
明
、
随
爽
許
可
。
後
議
者
以
為
不
便
。
云
々
(
漢
書
巻
八
四
澄
方
進
伝
)
困
家
財
政
の
財
源
不
足
に
伴
っ
て
と
ら
れ
た
新
た
な
方
法
は
、
賦
の
増
額
、
恐
ら
く
は
旧
来
課
税
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
城
郭
の
余
地
及
び
園
田
で
の
生
産
に
対
す
る
課
税
、
過
更
銭
(
更
賦
銭
〉
の
徴
収
、
馬
牛
羊
へ
の
質
算
課
税
及
び
政
府
管
掌
の
塩
鉄
の
増
価
で
あ
っ
た
ド
塩
鉄
を
除
い
て
、
賦
と
過
更
銭
は
言
う
ま
で
も
な
く
郡
県
制
的
支
配
に
基
く
収
入
で
あ
り
、
小
規
模
生
産
と
思
わ
れ
る
城
郭
の
余
地
及
び
園
田
の
そ
れ
に
対
す
る
課
税
も
あ
く
ま
で
も
土
地
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
う
し
、
算
馬
牛
羊
に
し
て
も
商
業
的
大
牧
畜
業
を
営
む
者
を
対
象
と
す
る
と
い
う
よ
り
は
農
耕
及
び
家
内
消
費
の
為
に
飼
わ
れ
た
も
の
を
課
税
対
象
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
、
武
帝
代
の
よ
う
に
商
人
の
車
胎
に
対
す
る
課
税
な
ど
の
措
置
が
改
め
て
と
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
君
方
進
の
採
用
し
た
消
収
策
の
多
く
は
郡
県
制
的
支
配
下
に
あ
る
一
般
農
民
崎
そ
の
対
象
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
文
塩
鉄
専
売
に
し
て
も
、
官
に
J
る
そ
の
運
営
が
著
し
く
郡
県
制
的
支
配
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
常
え
る
な
ら
、
郡
県
民
に
対
す
る
新
た
な
増
税
の
如
く
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
代
末
王
葬
代
白
財
政
( 
山
回
〉
ノ、
七
六
人
業
を
非
と
す
る
儒
教
理
念
の
影
響
が
一
一
周
波
厚
と
な
『
て
い
た
に
も
関
ら
ず
、
武
帝
代
に
実
施
さ
れ
た
如
き
商
人
に
対
す
る
増
税
乃
至
彼
等
が
短
る
利
権
を
国
家
へ
吸
収
す
る
な
ど
の
方
法
が
も
は
や
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
増
収
策
の
一
方
法
と
し
て
「
過
更
」
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
用
度
不
足
」
を
補
う
為
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
頁
役
の
過
更
銭
、
即
ち
頁
賦
銭
の
徴
収
を
意
味
す
る
。
し
か
し
役
制
の
正
常
な
運
営
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
役
に
当
っ
た
人
が
践
更
し
た
場
合
に
は
過
更
銭
を
官
の
収
入
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
前
述
の
如
く
国
家
は
銭
を
欲
し
て
い
た
。
こ
こ
に
吏
役
が
過
突
さ
れ
て
、
乃
至
そ
れ
を
強
要
さ
れ
て
銭
納
の
更
賦
が
多
く
な
っ
て
く
る
理
由
が
あ
る
。
し
か
も
一
度
財
政
上
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
や
、
恒
常
的
な
徴
収
が
計
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
浜
口
氏
は
「
遅
く
と
も
後
演
の
順
帝
頃
に
は
更
卒
の
役
に
は
概
ね
更
賦
を
徴
し
て
実
仇
択
を
強
制
し
な
く
な
っ
た
と
認
む
べ
き
で
あ
加
」
と
す
る
が
、
む
し
ろ
前
漢
後
刻
に
は
更
賦
徴
収
を
強
化
し
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
浜
口
氏
は
後
鵡
書
明
帝
紀
氷
平
五
年
冬
十
月
の
条
や
和
帝
紀
永
一
万
六
年
=
一
月
庚
寅
の
条
な
ど
に
見
え
る
更
賦
を
、
更
賦
の
転
裁
の
「
更
卒
の
義
務
」
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
ど
れ
も
更
賦
銭
の
納
入
を
意
味
し
た
も
の
と
考
え
て
き
し
っ
か
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
同
時
に
採
用
さ
れ
た
泡
鉄
の
地
価
及
び
人
頭
税
の
摘
額
に
対
し
て
は
抵
抗
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
胤
鉄
論
駁
意
舗
に
お
い
て
御
史
が
「
大
夫
君
(
原
文
各
)
運
得
策
、
建
国
用
、
簡
天
下
塩
鉄
諸
利
、
以
排
富
商
大
賀
、
買
官
服
罪
、
指
有
余
、
補
不
足
、
以
斉
禦
民
。
是
以
兵
卒
東
西
征
伐
、
賦
倣
不
増
而
用
足
。
」
と
、
桑
弘
羊
の
功
績
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
最
も
顕
賞
す
べ
き
点
と
し
て
、
賦
飲
を
増
額
し
な
い
で
用
度
が
足
り
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
史
記
平
準
蓄
の
「
民
不
益
賦
而
天
下
用
総
」
と
同
内
容
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
漢
書
巻
九
六
下
西
域
伝
下
の
輪
台
の
詔
に
、
「
前
有
司
奏
欲
益
民
賦
=
一
十
助
辺
用
。
:
・
・
当
今
務
在
禁
苛
暴
、
止
捜
賦
。
」
と
あ
っ
て
、
民
の
賦
を
増
す
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
人
頭
税
で
あ
る
算
賦
の
増
額
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
平
準
書
の
賦
も
同
様
で
あ
り
、
復
鉄
論
の
「
賦
倣
不
増
」
と
は
具
体
的
に
は
算
賦
を
増
額
し
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
賦
倣
を
増
徴
し
な
い
で
財
政
を
賄
っ
た
こ
と
が
特
筆
大
書
さ
れ
る
の
は
、
逆
に
言
え
ば
、
直
接
的
に
郡
県
民
に
課
さ
れ
る
人
頭
税
の
増
額
に
対
し
て
は
人
民
の
反
発
が
大
き
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
成
帝
代
も
こ
の
事
情
に
変
り
は
な
い
。
谷
永
が
「
大
兵
絞
痢
如
彼
、
水
災
浩
治
、
勢
、
庶
窮
因
如
此
。
宜
損
常
税
小
自
潤
之
時
、
而
有
司
奏
請
加
賦
、
甚
穆
経
義
、
逆
於
民
心
、
布
怨
趨
禍
之
道
也
。
」
(
同
港
八
五
本
伝
〉
と
述
べ
る
よ
う
に
、
困
難
の
時
、
た
と
え
財
政
収
入
が
減
少
し
て
も
、
賦
を
増
額
す
る
こ
と
は
経
義
に
謬
る
だ
け
で
な
く
、
民
心
に
も
逆
ら
う
も
の
で
あ
っ
た
。
宜
帝
甘
露
二
年
や
成
帝
建
始
二
年
の
よ
う
に
算
賦
を
減
額
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
増
額
す
る
こ
と
は
政
府
に
と
っ
て
容
易
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
塩
鉄
の
増
価
も
又
困
難
で
あ
っ
た
。
塩
鉄
論
冒
頭
で
文
学
は
「
民
と
利
を
争
う
」
も
の
と
し
て
塩
鉄
専
売
そ
の
も
の
を
非
難
し
て
お
り
、
賢
良
も
又
民
営
に
比
べ
て
塩
鉄
の
価
格
が
高
い
点
を
非
難
し
て
い
る
(
海
鉄
論
水
阜
篇
)
。
元
帝
時
代
一
時
的
に
せ
よ
、
儒
教
官
僚
の
主
張
に
よ
っ
て
塩
鉄
専
売
を
罷
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
と
か
ら
も
、
短
欽
の
増
価
が
強
い
反
対
を
受
け
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
家
に
巨
額
の
収
入
を
約
束
す
る
筈
の
人
頭
税
の
増
額
と
溢
欽
の
増
価
は
、
前
抽
出
来
の
諸
状
勢
を
考
慮
に
容
れ
る
な
ら
ば
、
実
際
に
は
容
易
に
実
施
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
訓
告
県
税
が
銭
納
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
議
恨
の
銭
納
化
が
促
進
さ
れ
た
一
つ
の
原
因
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
前
決
末
の
人
々
が
国
家
に
よ
る
賦
鍛
徴
収
の
苛
酷
さ
を
指
摘
し
た
時
、
新
た
な
収
入
源
と
し
て
の
役
割
を
呆
し
つ
つ
あ
っ
た
更
賦
(
一
月
の
更
役
に
つ
き
三
百
銭
)
徴
収
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
疑
な
い
。
又
「
吏
賊
」
・
「
更
」
・
「
過
更
」
の
事
例
が
前
漢
昭
帝
元
鳳
四
年
正
月
を
初
出
と
し
て
後
漢
時
代
に
特
に
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
上
述
の
如
き
財
政
上
の
理
由
か
ら
更
賦
の
重
要
性
が
増
し
、
そ
の
徴
収
が
全
く
田
租
・
算
賦
な
ど
の
諸
税
と
同
様
恒
常
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
漢
桓
帝
初
年
、
度
遼
将
軍
に
拝
さ
れ
た
陳
亀
が
「
往
歳
井
州
水
雨
、
災
際
互
生
、
稼
稀
荒
粍
、
租
更
空
間
問
、
・
又
宜
・
除
封
涼
二
州
今
年
租
更
」
と
上
疏
し
た
の
に
対
し
、
桓
帝
は
「
為
陳
将
軍
除
井
涼
一
年
租
賦
、
以
賜
吏
民
」
と
詔
を
下
し
て
い
る
ハ
後
漢
書
巻
五
一
陳
包
依
〉
。
詔
の
「
賦
」
に
は
陳
亀
が
乞
う
た
「
更
」
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、
或
は
そ
の
も
の
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
い
ず
。
れ
に
し
て
も
更
賦
も
文
「
賦
」
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
し
か
も
他
の
賦
税
で
は
な
く
、
特
に
更
賦
を
取
上
げ
て
い
る
こ
と
は
右
の
推
測
を
茶
書
す
る
も
の
で
あ
る
う
。
更
に
考
察
を
進
め
る
な
ら
ば
、
明
帝
中
元
一
一
年
秩
九
月
に
腕
当
党
が
侵
入
し
た
際
、
「
又
所
発
天
水
三
千
人
、
亦
彼
是
歳
更
賦
」
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
(
同
巻
二
明
帝
紀
)
。
こ
の
よ
う
に
特
に
復
除
を
賜
わ
ら
な
い
限
り
、
一
般
的
に
は
臨
時
に
力
役
乃
至
兵
役
に
徴
発
さ
れ
て
も
更
賦
は
免
除
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
も
し
更
賦
が
免
除
さ
れ
な
け
れ
ば
、
力
役
乃
至
兵
役
と
更
賦
の
二
重
取
り
に
な
る
。
従
っ
て
と
の
頃
日
に
更
賦
を
徴
収
す
る
外
に
随
時
の
力
役
徴
発
が
な
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
、
い
わ
ば
役
の
上
に
⑪
 
役
が
課
さ
れ
る
状
況
が
出
現
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
論
じ
た
如
く
、
前
漢
後
期
及
び
後
漢
時
代
に
見
ら
れ
る
「
更
賦
」
は
成
人
男
子
が
本
来
一
か
月
の
力
役
に
従
事
す
べ
き
も
の
が
、
半
ば
玉
葬
代
田
財
政
( 
山
回、J
ノ、
九
き
強
制
的
に
役
の
代
替
の
三
百
銭
を
徴
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
前
漠
末
期
に
は
算
賦
同
様
、
賦
放
の
重
要
な
一
項
目
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
長
い
回
り
道
を
し
た
が
、
こ
こ
で
再
び
始
建
国
元
年
の
認
に
見
え
る
「
更
賦
」
の
問
題
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
認
の
意
味
す
る
所
は
、
「
罷
癒
さ
え
も
が
皆
吏
賦
を
出
し
て
い
る
」
と
い
う
点
に
あ
る
か
ら
、
平
中
氏
の
よ
う
に
、
「
吏
賦
」
が
一
般
的
な
絡
役
と
口
賦
を
指
し
、
罷
癌
も
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
口
賦
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
平
中
氏
は
罷
癌
も
又
絡
役
と
口
賦
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
「
更
賦
」
を
「
更
・
賦
」
と
す
る
か
、
或
は
「
更
賦
」
と
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
と
な
る
。
こ
の
詔
令
を
そ
れ
だ
け
で
考
察
す
る
な
ら
ば
ど
ち
ら
と
も
決
定
し
難
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
前
漠
末
財
政
上
に
占
め
た
更
賦
銭
の
重
要
性
を
考
慮
に
容
れ
る
な
ら
ば
、
筆
者
は
浜
口
氏
の
見
解
に
与
し
た
い
ロ
前
漠
末
に
お
い
て
は
実
役
に
就
か
な
い
管
の
龍
癌
さ
え
も
が
更
賦
銭
を
徴
収
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
あ
り
え
た
。
王
潔
は
特
に
非
難
す
べ
き
も
の
と
し
て
こ
れ
を
取
上
げ
て
、
理
想
的
な
古
の
税
役
制
に
対
し
て
、
漢
家
の
税
役
制
が
如
何
に
不
合
理
な
も
の
で
あ
る
か
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
直
ち
に
こ
の
「
更
賦
」
と
塩
鉄
論
の
「
口
賦
更
錦
之
役
」
と
は
同
内
容
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
王
朝
仲
初
年
と
塩
鉄
論
の
時
代
と
の
聞
に
は
、
や
は
り
時
代
的
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
右
の
如
く
王
稼
始
建
国
元
年
の
詔
令
に
あ
る
「
更
賦
」
を
解
し
た
上
で
更
に
考
察
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
問
題
は
玉
田
制
採
用
が
税
役
制
に
与
え
た
影
響
で
あ
る
。
こ
の
詔
令
全
文
を
、
通
読
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
王
朝
骨
は
三
代
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
井
田
の
聖
制
を
理
組
と
し
て
、
泰
漢
の
税
役
制
を
非
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
罷
躍
も
更
賦
を
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
非
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
田
租
の
み
は
三
十
分
の
一
と
し
た
も
の
の
「
賦
税
を
厚
く
」
し
た
秦
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
漢
の
税
役
制
、
と
り
わ
け
賦
飲
徴
収
を
も
非
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
。
こ
の
点
平
中
氏
の
解
釈
は
正
し
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
塚
鉄
論
で
漢
の
「
口
賦
更
級
之
役
」
を
非
難
す
る
文
学
と
精
神
を
一
に
す
る
。
又
賢
良
が
「
古
者
、
・
:
用
民
之
力
、
不
過
歳
三
目
。
籍
飲
、
不
過
什
こ
(
塩
鉄
諭
取
下
篇
〉
と
述
べ
、
蓋
仲
傍
が
「
古
者
⑮
 
税
民
不
過
什
一
、
其
求
易
共
、
使
民
不
過
三
日
、
其
力
易
足
」
ハ
食
貨
士
山
上
〉
と
述
べ
る
よ
う
に
、
什
一
の
税
と
一
-
一
日
の
役
は
理
想
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
賦
税
は
と
り
わ
け
泰
の
暴
政
以
後
の
も
の
で
あ
り
、
漢
代
の
儒
者
に
と
っ
て
は
否
定
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
高
ら
か
に
復
古
を
宣
言
し
た
王
葬
に
と
っ
て
も
漢
の
賦
欽
徴
収
は
否
定
さ
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
有
徳
者
王
葬
は
柑
民
家
の
苛
政
危
一
鴨
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
や
は
り
井
田
の
制
に
よ
っ
て
什
一
の
税
を
採
用
し
た
か
ら
に
は
、
漠
家
の
賦
欽
(
算
賦
・
更
賦
)
及
び
口
銭
の
徴
収
は
停
止
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
い
く
ら
田
租
を
増
額
し
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
前
渓
代
財
政
上
に
大
き
な
比
重
を
も
っ
た
賦
飲
を
廃
し
た
な
ら
ば
直
ち
に
財
政
困
難
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
一
方
、
儒
教
経
由
州
に
お
い
て
も
、
周
礼
の
九
賦
に
見
ら
れ
る
如
く
、
軍
賦
即
ち
一
定
の
土
地
を
基
準
と
す
る
人
員
と
物
品
の
徴
収
を
否
定
し
て
い
な
い
。
玉
拙
悼
の
新
た
な
財
源
は
こ
の
方
面
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
王
田
制
施
行
の
認
が
出
た
始
建
国
元
年
の
翌
年
、
六
発
の
令
を
下
し
て
い
る
が
、
食
貨
士
山
に
よ
れ
ば
同
時
に
「
以
周
官
税
民
」
こ
と
が
行
な
⑫
 
わ
れ
た
。
雪
一
同
う
ま
で
も
な
く
、
周
礼
に
見
え
る
賦
税
の
記
事
は
、
宮
崎
市
定
氏
が
指
摘
す
る
如
く
、
分
類
の
基
準
が
混
乱
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
統
一
的
に
解
釈
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
文
た
と
え
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
て
も
、
王
界
代
に
そ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
理
由
は
何
も
な
い
。
や
は
り
周
礼
の
断
片
的
引
用
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
税
体
系
で
あ
っ
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
従
っ
て
わ
ず
か
に
そ
れ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
食
貨
志
の
記
事
を
手
掛
り
と
す
る
外
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
面
の
問
題
で
あ
る
賦
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
次
の
規
定
で
あ
る
。
凡
因
不
耕
為
不
孤
、
出
三
夫
之
税
、
城
郭
中
宅
不
樹
芸
者
為
不
毛
、
出
三
夫
之
布
、
民
浮
瀞
無
事
、
出
夫
布
一
匹
。
其
不
能
出
布
者
、
穴
作
、
県
官
衣
食
之
。
こ
れ
は
周
礼
巻
二
二
地
官
載
師
及
び
悶
師
の
条
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
注
意
す
べ
き
こ
と
は
「
夫
」
を
単
位
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
井
田
制
に
よ
っ
て
一
夫
が
百
畝
の
耕
地
を
受
け
た
か
ら
そ
の
土
地
百
畝
を
一
夫
と
言
い
、
成
年
男
子
一
夫
が
家
族
を
有
す
る
と
と
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
同
時
に
一
夫
は
一
戸
と
同
じ
意
味
に
な
る
。
そ
し
て
「
不
殖
」
に
対
し
て
は
「
三
夫
之
税
」
を
、
「
不
毛
」
に
対
し
て
は
「
三
夫
之
布
」
を
そ
れ
ぞ
れ
関
と
し
て
課
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
は
聞
と
し
て
普
通
の
田
宅
の
三
倍
の
税
を
課
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
考
え
れ
は
、
百
畝
の
土
地
を
耕
作
し
、
宅
地
で
「
樹
芸
」
し
て
い
る
者
は
「
一
夫
之
税
」
と
ご
夫
之
布
」
を
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
建
前
と
し
て
井
田
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
一
夫
之
税
」
と
は
什
一
の
税
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
て
コ
夫
之
布
」
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
王
葬
代
の
賦
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
右
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
「
浮
説
無
事
」
の
民
に
は
罰
と
し
て
「
夫
布
一
匹
」
を
納
め
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
無
職
者
に
と
っ
て
は
、
育
畝
の
耕
地
と
若
干
の
宅
地
を
有
す
る
一
般
農
民
と
異
な
っ
て
、
一
夫
の
出
す
べ
き
「
布
」
さ
え
も
納
入
が
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
罰
と
し
て
三
夫
の
布
を
納
入
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
「
夫
布
一
匹
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
「
夫
布
一
匹
」
が
、
「
一
夫
之
布
」
の
税
額
が
布
一
匹
で
あ
勺
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
布
」
と
あ
る
以
上
原
則
と
し
て
は
麻
布
で
あ
ろ
E
葬
代
田
財
政
( 
山
田
υ 
七
七
う
が
、
実
際
に
は
吊
で
徴
収
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
始
建
国
五
年
東
方
巡
狩
を
企
て
た
時
の
記
事
に
、
「
又
請
内
郡
国
十
二
買
馬
、
発
高
四
十
五
万
匹
、
輸
常
安
、
前
後
味
相
須
」
(
漢
書
巻
九
九
中
王
葬
伝
中
)
と
あ
り
、
文
天
鳳
三
年
五
月
の
認
に
「
閏
用
不
足
、
民
人
騒
動
、
自
公
卿
以
下
、
一
月
之
総
十
綬
布
二
匹
、
或
吊
一
匹
。
」
(
問
)
と
あ
っ
て
、
郡
県
に
多
量
の
烏
が
集
積
さ
れ
、
文
中
央
に
お
い
て
も
俸
職
が
布
吊
⑬
 
で
払
わ
れ
て
い
る
が
、
罰
布
だ
け
に
よ
っ
て
こ
れ
だ
け
の
布
南
が
中
央
・
地
方
に
集
税
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
や
は
り
一
夫
を
単
位
と
し
て
恒
常
的
に
布
島
が
徴
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
う
。
布
・
吊
徴
収
の
際
、
原
則
的
に
ど
の
よ
う
な
区
別
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
或
は
後
の
均
田
制
時
代
同
様
に
布
徴
収
地
と
島
徴
収
地
が
定
め
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
疑
問
の
ま
ま
残
し
て
お
く
ほ
か
な
い
。
以
上
の
如
く
、
王
務
代
の
賦
は
、
人
頭
税
を
中
心
と
す
る
漢
の
賦
放
と
は
異
な
っ
て
、
百
畝
の
土
地
を
所
有
し
て
家
族
を
有
す
る
一
夫
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
夫
布
は
、
玉
田
制
施
行
に
伴
う
什
一
の
税
採
用
に
よ
る
賦
飲
徴
収
の
廃
止
が
引
起
し
た
財
源
不
足
を
補
う
一
手
段
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
王
界
代
の
税
役
制
に
つ
い
て
の
縄
解
に
誤
り
が
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
主
葬
代
の
農
民
は
、
百
畝
の
耕
地
所
有
を
基
礎
と
し
て
、
十
分
の
一
の
田
租
・
布
}
匹
の
夫
布
及
び
力
役
を
負
担
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
孟
子
の
言
う
「
布
綾
之
征
・
莱
米
之
征
・
カ
役
之
征
」
(
孟
子
尽
心
下
〉
に
対
応
し
で
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
A
J
。と
こ
ろ
で
王
界
は
夫
布
の
徴
収
に
よ
っ
て
賦
欽
を
廃
し
た
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
居
延
拠
附
聞
に
よ
れ
ば
、
高
価
は
一
匹
八
百
銭
一
(
四
九
五
四
、
一
一
一
0
・
一
句
)
か
ら
三
百
三
十
銭
(
一
三
七
九
、
五
O
九
・
一
五
)
ま
で
差
が
あ
る
が
、
王
務
時
代
の
簡
と
見
ら
れ
る
も
の
に
「
島
一
匹
直
四
百
」
(
五
六
三
四
、
三
九
・
三
O
〉
と
あ
り
、
一
応
こ
の
価
格
を
採
用
す
る
。
文
布
価
は
九
稜
布
で
三
百
三
十
銭
ハ
囚
五
八
七
、
二
八
こ
・
五
)
で
あ
る
。
前
引
の
王
葬
伝
に
よ
れ
ば
「
十
緩
布
二
匹
、
或
吊
一
匹
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
布
二
匹
と
南
一
匹
の
等
価
を
一
市
す
も
の
と
す
れ
ば
、
布
"
自
は
一
日
二
の
比
価
と
な
る
が
、
居
延
簡
の
布
価
、
及
び
階
・
唐
代
の
調
の
布
と
絹
の
比
価
が
一
日
一
、
二
日
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
疑
問
で
あ
る
。
陪
-
唐
代
の
比
価
を
参
照
し
て
ほ
ぼ
吊
-
匹
四
百
銭
、
布
一
匹
三
百
三
十
銭
と
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
を
も
と
に
し
て
計
算
す
れ
ば
、
王
界
代
農
民
の
負
担
は
田
租
が
三
倍
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
田
租
・
算
賦
・
口
銭
@
 
・
更
賦
を
納
め
た
前
漠
代
農
民
の
そ
れ
に
比
べ
て
む
し
ろ
高
い
く
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
貨
幣
経
済
の
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
、
穀
物
を
換
金
し
て
納
入
す
る
銭
納
の
賦
放
よ
り
は
、
穀
物
・
布
鳥
と
い
う
現
物
で
納
入
す
る
方
が
農
民
に
と
っ
て
は
負
担
が
軽
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
徴
収
す
る
国
家
に
と
っ
て
は
賦
欽
収
入
に
よ
る
貨
幣
の
徴
収
額
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
繰
返
す
が
、
前
漢
末
期
、
財
政
の
比
重
が
郡
県
制
的
支
配
に
基
〈
諸
収
入
に
移
り
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
故
賦
飲
に
よ
っ
て
貨
幣
収
入
を
計
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
財
政
策
と
し
て
は
逆
行
で
あ
る
。
一
方
既
述
の
如
く
、
古
代
商
業
の
衰
退
は
山
沢
・
市
井
の
税
を
中
心
と
す
る
商
工
業
税
収
入
を
減
少
さ
せ
て
い
た
し
、
塩
鉄
収
入
も
又
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
郡
県
制
的
収
入
の
増
徴
に
は
限
度
が
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
拡
大
は
好
ま
し
く
な
い
。
そ
こ
に
同
時
に
六
箆
の
如
き
商
工
業
税
に
中
心
を
置
く
経
済
策
が
と
ら
れ
、
又
貨
幣
膨
張
策
が
と
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
。
即
ち
武
帝
代
の
如
〈
、
も
う
一
度
商
工
業
関
係
の
諮
収
入
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
賦
放
を
廃
止
し
、
什
一
の
税
と
夫
布
を
採
用
し
た
王
葬
は
、
井
田
の
聖
制
を
維
持
す
る
為
に
一
一
層
末
利
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
重
大
な
矛
盾
を
最
初
か
ら
抱
え
た
の
で
あ
る
。
右
の
如
き
王
葬
代
税
役
制
の
原
則
に
関
す
る
検
討
を
踏
ま
え
て
、
以
下
に
あ
げ
る
例
tω
の
王
界
代
の
賦
に
関
す
る
記
事
の
検
討
に
移
り
た
し
ω又
十
一
公
土
分
布
勧
良
薬
、
班
時
令
、
案
諸
章
、
冠
謹
相
望
、
交
錯
道
路
、
召
会
吏
民
、
逮
捕
証
左
、
郡
県
賦
敵
、
逓
相
除
賂
、
白
黒
紛
然
、
守
閥
告
訴
者
多
。
(
漢
書
巻
九
九
中
王
事
伝
中
天
鳳
二
年
条
)
ω平
蛮
将
軍
鴻
茂
盤
句
町
、
土
平
疾
疫
、
死
者
什
六
七
、
賦
倣
民
財
什
取
五
、
益
川
廠
粍
而
不
克
、
:
・
復
大
賦
倣
、
・
・
:
(
就
都
大
罪
溺
英
〉
上
宮
、
・
・
今
丹
・
熊
憾
於
自
詣
期
会
、
調
発
諸
都
兵
穀
、
復
鮮
民
取
其
十
四
、
空
破
梁
州
、
功
終
不
遂
。
(
同
天
風
三
年
条
、
叉
同
巻
九
五
西
南
夷
岡
卑
朝
鮮
伝
由
南
夷
四
条
に
も
同
内
容
の
「
賦
倣
」
あ
り
〉
仙
W
曲
目
興
対
日
、
荊
揚
之
氏
率
依
阻
山
沢
、
以
漁
采
為
業
。
問
者
、
国
強
六
曲
目
、
税
山
沢
、
妨
奪
民
之
利
、
連
年
久
阜
、
百
姓
飢
窮
、
故
為
盗
賊
。
興
到
部
、
欲
帝
明
晩
告
盗
賊
帰
国
旦
、
仮
貸
型
牛
種
食
、
岡
其
租
賦
、
幾
可
以
解
釈
安
集
。
ハ
同
下
天
鳳
五
年
条
)
ω辺
兵
二
十
余
万
人
仰
県
官
衣
企
、
用
度
不
足
、
数
横
賦
敵
、
民
散
貧
困
。
へ
同
巻
二
四
上
企
貨
志
上
)
制
叉
用
制
作
未
定
、
上
自
公
侯
、
下
至
小
吏
、
皆
不
得
事
禄
、
而
私
賦
倣
、
貨
路
上
流
、
獄
訟
不
決
。
(
同
下
)
ω分
裂
郡
園
、
断
政
地
絡
。
国
為
王
国
、
売
買
不
得
。
規
飼
山
沢
、
奪
民
本
業
。
造
起
九
閥
、
窮
臨
土
作
。
。
政
令
日
変
、
官
名
月
易
。
貨
幣
政
改
、
吏
民
昏
乱
、
不
知
所
従
、
商
旅
窮
弟
、
号
泣
市
道
。
設
為
六
管
、
増
霊
賦
柏
刷
、
刻
剥
百
姓
、
厚
自
容
器
、
沓
宜
流
行
、
財
入
公
附
、
上
下
食
賄
、
英
相
検
考
。
民
坐
挟
銅
炭
、
没
入
鐙
官
、
徒
隷
股
積
、
数
十
万
人
、
工
匠
飢
死
、
長
安
皆
臭
。
(
後
漢
書
巻
一
三
隙
探
伝
白
討
豆
華
町
倣
文
〉
王
葬
代
田
財
政
〈
山
回
〉
七
七
回
同
制
伏
念
天
下
離
玉
事
之
害
久
失
。
i
-
遠
征
万
昼
、
暴
兵
累
年
。
禍
恕
未
解
、
兵
連
不
思
。
刑
法
弥
深
、
賦
倣
愈
重
。
ω時
事
阪
発
兵
役
、
徴
賦
紫
興
。
(
問
巻
三
六
冠
升
伝
〉
(
同
巻
二
八
鴻
初
伝
)
後
述
す
る
如
く
幣
制
改
革
は
王
務
の
経
済
政
策
成
功
の
鎚
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
失
敗
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
王
務
の
経
済
政
策
そ
の
も
の
が
失
敗
に
帰
し
た
。
川
円
の
天
胤
二
年
の
記
事
は
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
中
で
都
県
が
勝
手
に
民
衆
を
収
奪
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
後
漢
書
巻
五
八
品
川
初
伝
に
「
是
時
、
長
吏
二
千
石
聴
百
姓
組
前
者
輸
胸
、
号
為
義
銭
、
託
為
貧
人
儲
、
而
守
令
因
以
褒
欽
ロ
」
と
あ
り
、
同
巻
六
四
呉
祐
伝
に
「
沓
夫
係
性
私
賦
民
銭
、
〔
統
漢
書
目
、
賦
銭
五
百
、
為
父
市
単
衣
μ
市
衣
以
進
其
父
」
と
あ
る
よ
う
に
、
郡
県
段
階
で
様
々
の
不
正
徴
収
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
し
て
こ
の
混
乱
期
に
一
層
激
し
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
又
仙
円
に
あ
る
よ
う
に
官
吏
の
俸
般
が
不
安
定
な
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
却
ち
凶
及
び
川
刊
に
見
え
る
「
賦
鍛
」
は
漢
の
人
頭
税
及
び
更
賦
の
徴
収
を
指
す
限
定
的
な
も
の
で
な
く
、
諸
税
の
増
額
や
そ
の
他
の
手
段
に
よ
る
直
接
的
収
奪
を
指
す
も
の
と
考
え
た
い
。
更
に
王
採
は
称
号
改
変
に
端
を
発
す
る
四
夷
の
反
乱
を
平
定
す
る
ベ
く
寧
事
行
動
を
起
す
が
、
そ
の
費
用
を
賄
う
為
に
民
の
資
産
を
基
準
に
し
た
税
を
課
し
た
。
ωに
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
で
に
天
鳳
三
年
、
句
町
平
定
の
為
に
益
州
の
民
か
ら
資
産
の
十
分
の
五
を
賦
品
川
し
、
後
に
又
十
分
の
四
を
徴
収
し
て
い
る
。
苛
酷
な
課
税
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
更
に
天
鳳
六
年
に
は
、
「
一
切
税
天
下
吏
一
民
、
皆
=
一
十
取
一
、
縦
吊
皆
輸
長
安
」
、
「
爽
平
速
率
回
況
奏
駒
郡
県
替
民
不
実
、
界
復
一
=
十
税
一
」
(
漢
書
巻
九
九
下
王
葬
伝
下
)
と
あ
る
よ
う
に
、
結
局
天
下
の
民
か
ら
資
産
の
十
五
分
の
一
を
料
品
を
も
っ
て
徴
収
し
た
。
同
様
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
天
鳳
四
年
、
「
文
一
切
調
上
公
以
下
諸
有
奴
解
者
、
率
一
口
出
銭
三
千
六
百
」
〈
同
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
奴
稗
一
人
当
り
三
千
六
百
銭
を
所
有
者
か
ら
徴
収
し
て
い
る
。
又
同
五
年
に
も
「
諸
寧
吏
及
縁
辺
吏
大
夫
以
上
為
姦
利
場
産
致
富
者
、
収
其
家
所
有
財
産
五
分
之
四
、
以
助
辺
急
」
(
同
〉
と
あ
る
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
@
 
こ
れ
ら
は
制
度
史
的
に
見
た
場
合
、
前
抽
出
後
抽
出
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
と
言
わ
れ
る
賀
算
の
伝
統
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
と
言
い
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
般
臨
時
民
か
ら
什
一
の
税
と
夫
布
を
徴
収
し
た
と
言
つ
で
も
、
そ
の
徴
収
の
実
際
に
お
い
て
は
、
「
ハ
有
秩
及
び
帝
夫
)
皆
主
知
民
善
悪
、
為
役
先
後
、
知
民
貧
富
、
為
賦
多
少
、
平
其
差
品
」
〈
続
漢
書
百
官
志
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
民
の
貧
富
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
以
上
、
前
抽
出
同
様
、
貿
算
の
調
査
は
王
蒋
代
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
資
産
税
が
徴
収
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
と
の
よ
う
な
制
度
的
基
盤
が
存
在
し
た
こ
と
は
疑
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
直
ち
に
王
界
代
に
お
い
て
も
恒
常
的
に
貸
算
が
徴
収
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
右
の
史
料
か
ら
窺
わ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
資
産
税
は
財
政
破
綻
に
伴
う
一
時
の
臨
時
課
税
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
如
何
に
厳
し
い
刑
前
を
設
け
て
も
、
も
は
や
六
箆
と
貨
幣
政
策
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
天
鳳
年
間
、
改
め
て
一
般
郡
県
民
を
対
象
と
す
る
資
産
税
的
臨
時
課
税
を
行
な
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
名
目
的
に
は
軍
事
曲
目
に
充
当
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
本
来
の
意
味
で
「
賦
」
に
当
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
点
、
王
務
代
に
は
夫
布
以
外
「
賦
」
に
該
当
す
る
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
し
か
し
繰
返
す
が
、
こ
れ
は
決
し
て
恒
常
的
に
徴
収
さ
れ
て
い
た
貨
算
が
存
在
し
た
と
と
、
延
い
て
は
人
頭
税
や
吏
賦
の
存
在
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ω・
ω・
ω・
ωに
見
え
る
「
賦
欽
」
・
「
賦
」
は
、
文
意
か
ら
し
て
右
の
苛
酷
な
資
産
税
徴
収
を
指
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
従
っ
て
こ
れ
も
人
頭
税
宇
宙
民
賦
及
び
質
算
を
意
味
し
な
い
。
し
か
も
同
じ
く
「
賦
欽
」
と
は
言
っ
て
も
、
「
一
切
税
天
下
実
民
、
皆
三
十
取
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
「
税
」
と
も
表
現
さ
れ
戸
い
る
。
宮
崎
市
定
氏
は
、
賦
と
税
は
前
漢
時
代
ま
で
は
そ
の
区
別
が
明
確
で
あ
っ
た
が
、
後
漢
頃
か
ら
相
通
用
す
る
よ
う
に
な
司
た
と
す
る
が
、
民
の
指
摘
す
る
賦
と
税
の
適
用
は
王
界
時
代
の
税
制
改
革
の
頃
に
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
残
る
の
は
天
鳳
五
年
の
例
の
例
で
あ
る
。
荊
携
の
民
は
本
来
漁
采
を
副
議
と
し
て
い
た
が
(
後
漢
書
巻
三
九
劉
般
伝
の
二
業
の
禁
を
参
照
せ
よ
)
、
六
位
同
に
よ
っ
て
山
沢
に
課
税
し
た
為
に
窮
因
し
て
い
る
、
だ
か
ら
「
租
賦
」
を
ゆ
る
め
た
い
と
い
う
の
が
費
輿
の
考
え
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
「
租
税
」
と
同
じ
意
味
と
考
え
て
よ
い
。
文
も
し
こ
れ
が
一
般
的
に
租
と
賦
を
ゆ
る
め
る
こ
と
だ
と
し
て
も
、
こ
の
賦
が
直
ち
に
漢
の
賦
欽
と
同
じ
も
の
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
り
、
そ
の
場
合
は
む
し
ろ
夫
布
や
諸
績
の
臨
時
課
税
徴
収
を
ゆ
る
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
長
々
と
論
じ
た
が
、
以
上
の
王
恭
代
の
賦
に
つ
い
て
の
考
察
に
大
過
が
な
い
と
す
れ
ば
、
始
建
国
元
年
、
漢
の
賦
飲
を
廃
L
、
翌
年
周
官
を
も
っ
て
税
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
夫
布
が
課
さ
れ
た
こ
と
、
政
治
経
済
が
決
定
的
混
乱
に
陥
っ
た
天
鳳
年
間
郡
県
に
よ
る
私
的
賦
鍬
が
行
な
わ
れ
、
又
軍
事
資
捻
出
の
為
に
臨
時
の
資
産
税
を
課
し
そ
の
多
く
が
布
吊
で
徴
収
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
王
葬
代
後
期
、
布
吊
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
が
、
貨
幣
の
混
乱
の
為
に
布
吊
が
そ
の
役
割
を
次
第
に
代
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
共
に
、
夫
布
の
如
き
税
徴
収
に
よ
っ
て
一
層
生
産
が
刺
激
さ
れ
増
大
し
た
点
も
あ
る
に
違
い
な
い
。
玉
葬
代
の
財
政
( 
山
回
〉
七
五
七
六
二
回
租
及
び
諸
税
に
つ
い
て
田
租
は
既
述
の
如
く
、
始
建
国
元
年
以
来
十
分
の
一
の
税
率
で
あ
る
。
始
建
国
四
年
、
区
博
の
諌
め
を
容
れ
て
王
国
の
売
買
を
許
可
し
、
奴
紳
売
買
を
一
時
許
し
た
も
の
の
、
た
と
え
井
田
そ
の
も
の
が
実
施
さ
れ
て
い
な
く
て
も
什
一
の
税
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
地
皇
三
年
に
「
除
井
田
奴
縛
山
沢
六
箆
之
禁
、
即
位
以
来
認
令
不
便
於
民
者
皆
収
還
之
」
〈
漢
書
巻
九
九
下
王
葬
伝
下
)
と
あ
る
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
る
ま
で
は
、
井
田
制
に
基
く
什
一
の
税
は
維
持
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
文
後
漢
書
巻
一
上
の
「
初
光
武
為
春
陵
侯
家
訟
遇
租
於
尤
、
尤
見
而
奇
之
」
条
注
引
東
観
記
に
「
為
季
父
故
春
陵
侯
詣
大
司
馬
府
、
訟
地
皇
元
年
十
二
月
壬
寅
前
租
二
万
六
千
斜
・
紹
嘉
銭
若
千
万
。
」
と
あ
り
、
王
葬
代
に
も
瀦
素
税
が
存
在
し
、
且
そ
れ
が
銭
納
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
a
こ
れ
は
前
述
の
如
き
務
葉
税
の
銭
納
化
と
い
う
歴
史
的
経
過
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
諸
税
は
食
貨
志
に
よ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
諸
取
衆
物
鳥
獣
魚
位
百
虫
於
山
林
水
沢
及
苔
牧
者
、
拙
岨
問
削
桑
蚕
織
活
紡
時
制
補
縫
、
工
匠
医
亙
ト
祝
及
官
方
技
商
似
賢
人
坐
地
列
皐
区
謁
合
、
山
首
各
自
占
所
為
於
其
在
所
占
7
原
官
、
除
其
本
、
計
其
利
、
十
一
分
之
、
而
以
其
}
為
貢
。
敢
不
自
占
、
自
占
不
以
突
者
、
尽
没
入
所
采
取
、
而
作
県
官
一
歳
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
官
に
申
告
し
て
そ
の
利
益
の
十
一
分
の
一
を
税
と
し
て
納
め
る
。
但
し
こ
の
十
一
分
の
-
一
は
通
鑓
で
十
分
の
一
に
一
訂
正
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
什
一
の
税
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
畜
牧
者
」
ま
で
は
漠
代
の
山
択
の
税
に
相
当
し
、
六
世
兄
の
山
沢
に
@
 
組
込
ま
れ
た
。
又
「
工
匠
・
謁
A
己
は
市
井
の
税
に
相
当
す
る
。
そ
の
税
率
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
は
前
漢
代
の
諸
税
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。問
題
は
「
妓
婦
桑
蚕
織
紙
紡
鍛
補
給
」
の
一
句
で
あ
る
。
単
純
に
考
え
れ
ば
こ
れ
も
手
工
業
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
抽
出
代
の
市
井
の
税
に
入
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
妓
婦
」
と
い
う
言
葉
は
、
周
礼
巻
二
天
官
大
宰
の
九
職
の
第
七
に
「
餓
婦
、
化
治
綜
泉
」
と
あ
る
も
の
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
鄭
玄
注
は
「
婦
人
之
美
称
」
と
言
い
、
疏
は
「
此
是
国
中
婦
人
有
徳
行
、
故
称
妓
」
と
言
う
。
と
す
れ
ば
特
定
の
婦
人
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
男
耕
に
対
す
る
女
織
と
で
も
言
え
る
、
紡
綴
な
ど
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
一
般
の
婦
人
を
対
象
と
し
て
考
え
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
そ
の
対
象
と
な
る
範
囲
は
非
常
に
広
い
も
の
と
な
ろ
う
。
こ
の
時
代
の
農
民
は
農
耕
の
み
な
ら
ず
家
内
手
工
業
に
も
従
事
し
て
い
た
こ
と
は
疑
な
い
。
夫
布
徴
収
自
体
が
農
民
の
普
遍
的
布
吊
生
産
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
。
又
罰
布
の
規
定
に
よ
る
と
、
城
郭
内
の
宅
地
に
「
樹
芸
」
し
な
い
者
を
そ
の
対
象
に
し
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
「
樹
芸
」
を
奨
励
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
と
り
わ
け
布
高
の
原
料
と
な
る
桑
麻
が
奨
励
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
罰
布
規
定
は
、
夫
布
徴
収
と
い
う
財
政
上
の
要
請
で
あ
る
と
と
も
に
、
前
抽
間
後
期
顕
著
と
な
っ
て
く
る
勧
良
策
の
一
つ
の
表
れ
で
も
あ
ろ
う
。
そ
し
て
王
葬
の
規
定
に
言
う
「
蛾
婦
」
が
一
般
の
婦
女
を
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、
紡
績
専
業
者
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
日
常
的
に
家
内
手
工
業
に
従
事
し
て
い
る
農
民
の
妻
女
を
も
含
む
こ
と
に
な
る
。
即
ち
周
礼
に
見
え
る
賦
税
体
系
の
一
つ
の
精
神
を
な
し
て
い
る
無
原
則
的
な
対
象
の
細
分
化
を
王
葬
が
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恐
ら
く
は
従
来
課
税
さ
れ
る
と
と
の
無
か
っ
た
一
般
農
民
の
妻
女
が
行
な
う
「
桑
蚕
級
紙
紡
績
楠
経
」
ま
で
も
が
、
そ
れ
が
少
し
で
も
利
益
を
得
る
も
の
で
あ
る
限
り
官
へ
の
申
告
と
什
一
の
税
納
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
原
則
的
に
は
商
工
業
税
と
言
っ
て
よ
い
が
、
一
般
小
農
民
に
と
っ
て
は
苛
酷
な
課
税
で
あ
っ
た
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
三
幣
制
改
革
及
び
六
箆
に
つ
い
て
幣
制
改
革
及
び
六
箆
は
、
財
政
的
に
は
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
賦
欽
徴
収
停
止
に
よ
る
貨
幣
収
入
の
減
少
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
幣
制
改
革
は
王
田
制
施
行
の
二
年
前
の
居
摂
二
年
か
ら
行
な
わ
れ
て
お
り
、
始
建
国
元
年
以
後
王
努
の
経
済
政
策
の
中
で
果
し
た
役
割
と
と
も
に
、
幣
制
改
本
を
行
な
お
う
と
し
た
王
務
の
意
図
を
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
居
摂
二
年
に
錨
万
・
契
刀
・
大
銭
五
十
を
発
行
し
て
以
来
実
施
さ
れ
た
幣
制
改
革
に
見
ら
れ
る
一
貫
し
た
傾
向
は
、
名
目
貨
幣
発
行
に
よ
る
@
 
貨
幣
膨
張
策
で
あ
る
。
こ
れ
は
宮
崎
市
定
氏
が
指
摘
し
、
河
地
震
造
氏
が
そ
れ
を
肯
定
す
る
如
く
、
直
接
的
に
は
武
帝
以
後
外
国
貿
易
に
よ
っ
て
金
が
流
出
し
た
為
に
通
貨
不
足
が
起
っ
て
不
況
に
な
っ
て
い
た
が
、
通
貨
を
膨
張
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
況
に
陥
っ
た
経
済
を
刺
激
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
経
済
活
動
の
衰
退
は
唯
に
通
貨
不
足
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
因
と
な
り
果
と
な
っ
た
、
自
給
自
足
を
原
則
と
し
て
経
営
さ
れ
た
豪
族
を
担
手
と
す
る
荘
園
経
済
の
進
展
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
結
局
こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
っ
て
古
代
商
業
は
衰
退
し
、
皇
帝
に
よ
る
山
沢
の
家
産
化
を
基
盤
と
す
る
商
工
業
税
収
入
を
減
少
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
な
ら
、
王
務
の
幣
制
改
革
は
、
財
政
的
に
見
た
場
合
、
直
接
的
に
は
国
家
所
有
貨
幣
数
量
を
増
加
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
経
済
を
刺
激
し
、
商
工
業
を
王
葬
代
田
財
政
( 
山
回、J
七
七
七
八
活
発
に
し
て
、
塩
鉄
専
売
収
入
・
山
沢
の
税
・
市
井
の
税
な
ど
の
商
工
業
税
収
入
場
加
を
も
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
河
地
氏
は
、
王
掠
が
居
摂
二
年
に
「
禁
列
侯
以
下
不
得
挟
寅
金
、
輸
御
府
受
直
、
然
卒
不
与
直
。
」
(
漢
書
巻
九
九
上
王
葬
伝
上
)
と
あ
る
よ
う
な
金
の
閏
有
化
を
実
施
し
た
の
は
、
王
潔
個
人
の
財
物
愛
好
癖
だ
け
で
説
明
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
黄
金
の
国
外
流
出
を
防
ぎ
、
幣
@
 
制
改
革
の
基
礎
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
述
べ
る
。
筆
者
は
こ
の
見
解
を
首
肯
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
以
下
の
考
察
を
進
め
た
い
。
@
 
前
漢
代
の
金
対
銅
銭
(
五
銭
)
の
比
価
は
金
一
斤
H
万
銭
で
あ
る
か
ら
一
=
一
0
・
一
と
な
る
。
と
れ
で
も
後
世
に
比
ベ
て
か
な
り
金
が
安
い
。
と
こ
ろ
が
、
黄
金
重
一
斤
、
直
銭
万
。
朱
提
銀
重
八
両
為
一
流
、
直
一
千
五
百
八
十
。
官
銀
一
流
直
千
。
(
食
貨
志
下
)
@
 
と
い
う
王
捺
制
定
の
金
銀
の
比
価
は
重
吉
一
鉢
の
「
小
銭
直
一
」
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
金
H
銀
υ
銅
は
大
約
一
一
六
"
八
(
朱
提
銀
の
場
合
、
そ
の
他
の
場
合
は
五
Y
一
と
な
っ
て
、
更
に
金
が
五
分
の
一
も
安
く
な
っ
て
い
る
。
文
銀
も
、
武
帝
元
狩
三
年
制
定
の
重
吉
八
両
直
三
千
の
「
白
撰
」
が
三
銑
銭
を
基
準
と
す
る
な
ら
、
約
四
七
“
一
の
比
と
な
る
が
、
錫
を
含
有
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
容
れ
て
五
O
一
と
し
て
み
て
も
、
そ
れ
で
も
王
界
代
の
銀
価
よ
り
も
か
な
り
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
(
但
し
自
撰
の
価
値
が
名
目
的
に
高
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
J
こ
の
よ
う
に
王
界
の
貨
幣
制
度
に
よ
れ
ば
、
著
し
い
銅
高
、
金
銀
安
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
一
般
的
に
は
銅
貨
が
極
@
 
度
に
不
足
し
て
い
る
か
、
或
は
金
銀
の
総
量
が
増
加
し
た
場
合
濁
ら
さ
れ
る
。
確
か
に
前
漢
末
期
銅
貨
不
足
の
現
象
が
起
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
金
も
圏
外
に
流
出
し
て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
急
激
な
金
安
の
状
態
が
出
現
す
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。
王
界
の
金
銀
銅
の
比
価
は
極
め
て
意
図
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
王
捺
の
幣
制
改
革
の
中
核
は
、
「
直
一
」
が
基
準
貨
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
銅
貨
で
あ
り
、
且
そ
の
「
直
一
」
自
体
が
、
一
銭
H
一
鍬
で
あ
る
か
ら
、
漢
の
五
鉢
銭
に
比
べ
て
五
倍
も
の
価
値
を
も
っ
名
目
貨
幣
で
あ
る
。
貨
幣
不
足
と
い
う
事
態
を
名
目
銅
貨
の
発
行
で
打
開
し
よ
う
と
し
た
ま
葬
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
銅
貨
の
価
値
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
金
の
価
格
が
低
く
押
え
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
た
と
え
名
目
だ
け
で
あ
っ
て
も
銅
賞
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
ロ
富
を
表
わ
す
も
の
き
し
で
あ
り
、
銭
と
並
ぶ
主
要
な
通
貨
で
も
あ
っ
た
金
に
対
す
る
人
々
の
信
用
は
高
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
金
の
数
量
が
減
少
し
て
一
層
金
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
ロ
従
っ
て
民
間
に
金
を
放
置
し
て
名
目
銅
貨
を
発
行
し
て
も
、
政
府
自
体
が
圧
倒
的
な
量
の
金
を
所
有
し
て
い
な
い
限
り
、
民
間
の
金
の
価
値
を
高
め
て
政
府
発
行
銅
貨
の
信
用
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
結
果
に
な
る
。
政
府
は
金
を
民
聞
か
ら
吸
上
げ
て
西
方
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
一
方
で
は
金
の
数
量
に
よ
っ
て
貨
幣
経
済
が
受
け
る
影
響
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
金
の
固
有
化
は
直
接
的
に
政
府
所
有
の
宮
を
地
す
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
後
、
金
の
価
格
を
低
く
押
え
て
名
目
銅
貨
の
価
値
を
高
め
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
当
時
の
為
政
者
が
考
え
た
か
ど
う
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
と
も
か
く
名
目
銅
貨
を
発
行
し
て
経
済
を
刺
激
し
よ
う
と
し
た
時
、
民
聞
に
存
在
す
る
金
を
吸
上
げ
る
必
要
を
感
じ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
玉
葬
個
人
が
も
っ
富
の
象
徴
と
し
て
の
金
を
愛
好
す
る
性
向
が
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
居
摂
二
年
の
金
国
有
化
の
主
要
な
理
由
が
こ
の
辺
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
な
い
。
以
上
の
如
く
考
え
る
な
ら
ば
、
王
朝
砕
の
幣
制
改
革
成
功
の
鍵
は
名
目
銅
貨
の
信
用
如
何
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
金
価
格
を
は
る
か
に
下
回
る
価
格
で
押
え
る
よ
う
な
、
あ
ま
り
に
も
実
情
を
無
視
し
た
改
革
が
成
功
す
る
筈
が
な
い
。
し
か
も
金
固
有
化
に
よ
っ
て
金
が
大
量
に
流
通
界
か
ら
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
中
国
社
会
に
流
通
し
た
貨
幣
総
量
を
一
挙
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
わ
ず
か
に
民
聞
に
残
っ
た
金
も
そ
の
多
く
は
退
蔵
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
前
漢
の
五
鉢
も
又
退
蔵
さ
れ
、
更
に
は
銅
の
地
金
に
民
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
幣
制
改
革
の
失
敗
は
一
方
に
お
い
て
相
対
的
に
布
高
の
貨
幣
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
、
一
方
に
お
い
て
商
工
業
活
動
を
茨
返
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
早
く
も
始
建
国
二
年
の
宝
貨
二
十
八
品
の
発
行
後
、
五
鉢
銭
の
禁
止
令
を
再
び
下
し
た
時
に
、
「
於
是
農
商
失
業
、
食
貨
供
廃
、
民
梯
泣
於
市
道
」
(
食
貨
志
下
〉
と
あ
る
よ
う
な
経
済
の
混
乱
が
起
き
て
お
り
、
如
何
に
布
吊
の
貨
幣
機
能
が
強
化
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
、
も
は
や
十
分
な
貨
幣
経
済
が
維
持
さ
れ
る
と
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
貨
幣
経
済
の
混
乱
・
衰
退
は
六
箆
の
収
入
に
も
影
響
を
与
え
ざ
る
を
え
な
い
。
六
発
(
乃
至
六
斡
〉
は
塩
・
鉄
・
酒
・
山
沢
の
産
物
・
銭
布
銅
冶
・
五
均
除
貸
で
あ
る
が
、
そ
の
全
て
が
経
済
の
好
不
況
に
影
響
さ
れ
る
商
工
業
税
収
入
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
六
発
に
よ
る
貨
幣
収
入
増
加
と
い
う
初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
@
 
六
箆
は
制
度
史
的
に
見
た
場
合
、
河
地
重
造
・
西
嶋
定
生
両
氏
の
述
べ
る
如
く
、
武
帝
以
来
実
施
さ
れ
て
き
た
塩
鉄
専
売
・
均
輸
平
準
・
鋳
銭
及
び
昭
帝
の
時
廃
止
さ
れ
た
酒
の
専
売
、
更
に
先
秦
以
来
の
伝
統
を
も
っ
国
家
に
よ
る
山
沢
の
占
有
を
儒
教
理
念
で
も
っ
て
再
組
織
し
た
も
王
葬
代
の
財
政
( 
山
田
) 
七
九
i¥ 。
の
で
あ
ろ
う
し
、
特
に
五
均
賂
貸
に
明
瞭
な
よ
う
に
、
商
人
・
高
利
貸
の
暴
利
を
抑
制
し
農
民
や
小
商
工
業
者
を
保
護
す
る
目
的
を
も
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
郡
県
制
的
支
配
に
基
く
収
入
を
什
一
の
税
・
夫
布
の
徴
収
と
い
う
土
地
を
基
礎
と
す
る
実
物
納
に
改
め
て
、
あ
た
か
も
全
面
的
に
財
政
の
比
重
を
土
地
に
移
し
た
か
に
見
え
な
が
ら
、
し
か
も
同
時
に
幣
制
改
革
に
よ
っ
て
経
済
を
刺
激
し
、
商
工
業
税
収
入
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
貨
幣
経
済
に
比
重
を
陸
く
政
策
が
と
ら
れ
る
中
で
六
発
の
制
を
見
る
な
ら
ば
、
井
田
の
聖
制
を
維
持
し
て
同
時
に
貨
幣
収
入
を
確
保
す
る
と
い
う
必
要
の
為
に
前
淡
以
来
の
専
売
制
や
均
輸
平
準
な
ど
を
六
発
に
強
化
再
組
織
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
に
儒
教
理
念
の
実
現
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
儒
教
理
念
に
お
い
て
最
も
重
視
さ
れ
る
井
悶
制
の
実
施
が
財
政
に
引
起
し
た
困
難
を
打
開
す
る
為
に
、
食
貨
志
が
い
み
じ
く
も
「
葬
性
勝
優
、
不
能
無
為
、
毎
有
所
興
造
、
必
欲
依
古
得
経
文
」
と
述
べ
る
如
く
、
儒
教
理
念
に
附
会
し
て
行
な
わ
れ
た
政
策
で
あ
っ
た
ω
そ
の
問
除
貸
の
如
き
社
会
政
策
的
な
内
容
を
含
む
新
政
策
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
や
は
り
特
筆
に
値
す
る
の
で
あ
る
が
。
こ
の
六
発
の
制
も
前
述
の
如
く
、
貨
幣
収
入
増
加
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
を
直
接
管
掌
し
た
郡
県
段
階
で
、
商
人
あ
が
り
の
命
土
(
六
発
の
監
督
官
〉
が
郡
県
の
官
吏
と
結
託
し
て
姦
利
を
得
、
帳
簿
を
ご
ま
か
す
な
ど
の
不
正
を
行
な
っ
て
い
る
(
食
貨
志
下
〉
。
そ
の
巡
営
の
混
乱
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
後
天
鳳
四
年
に
再
び
六
箆
の
令
を
下
し
て
、
そ
の
禁
令
を
厳
し
く
し
た
の
で
あ
る
が
、
「
姦
突
指
民
並
侵
、
衆
庶
各
不
安
生
」
(
問
、
文
王
潔
伝
の
同
年
の
条
参
照
)
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
も
は
や
六
発
の
運
営
そ
の
も
の
が
崩
壊
に
瀕
L
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
王
雰
代
財
政
の
歴
史
的
意
義
以
上
三
節
に
わ
た
っ
て
述
べ
た
如
く
、
王
葬
の
経
済
政
策
に
は
儒
教
理
念
実
現
の
意
志
と
は
別
に
、
二
つ
の
意
志
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
王
国
制
に
顕
著
で
あ
る
が
、
土
地
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
幣
制
改
革
・
六
箆
に
顕
著
で
あ
る
が
、
貨
幣
経
済
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
漢
後
期
、
土
地
に
対
す
る
比
重
が
増
す
と
と
も
に
、
商
工
業
税
収
入
は
減
少
し
、
財
政
の
比
重
も
必
然
的
に
土
地
所
有
小
農
民
を
基
盤
と
す
る
田
租
及
び
賦
飲
即
ち
郡
県
制
的
支
配
に
基
く
収
入
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
そ
の
収
入
が
減
少
し
た
と
言
っ
て
も
、
塩
鉄
専
売
・
山
沢
及
び
市
井
の
税
な
ど
の
商
工
業
税
収
入
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。
従
っ
て
ま
だ
貨
幣
経
済
を
維
持
再
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
自
給
自
足
の
荘
園
経
済
に
代
表
さ
れ
る
所
謂
自
然
経
済
と
、
貨
幣
経
済
と
い
う
一
一
つ
の
範
噂
で
こ
れ
を
と
ら
え
る
な
ら
、
当
時
社
会
は
自
然
経
済
に
向
い
つ
つ
も
貨
幣
経
済
は
ま
だ
強
力
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
よ
う
。
そ
の
為
に
王
採
は
貨
幣
経
済
を
離
れ
て
、
後
の
均
田
制
時
代
の
よ
う
に
土
地
に
徹
底
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
、
井
田
の
聖
制
を
維
持
す
る
為
に
末
利
に
血
道
を
上
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
玉
葬
の
悲
劇
は
、
決
し
て
彼
の
生
き
た
時
代
と
無
関
係
な
、
彼
自
身
の
性
格
に
の
み
帰
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
歴
史
は
我
々
に
、
彼
の
政
策
の
失
敗
が
、
貨
幣
経
済
の
衰
退
、
自
然
経
済
の
進
展
と
い
う
事
態
を
決
定
的
に
進
め
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
光
武
帝
の
為
に
彼
は
極
め
て
悲
劇
的
な
形
で
道
を
開
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
以
上
の
こ
と
は
、
郡
県
制
的
支
配
下
に
あ
る
土
地
所
有
小
農
民
だ
け
が
中
国
古
代
帝
国
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
古
代
商
業
の
発
展
が
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
又
制
度
的
に
は
、
財
政
を
単
調
和
|
|
郡
・
県
を
軸
と
す
る
機
構
に
一
元
化
し
、
従
来
中
央
諸
官
が
湿
っ
て
い
た
財
政
上
の
諸
機
能
を
都
県
に
移
管
し
、
そ
れ
と
同
時
に
皇
帝
に
よ
る
中
央
の
財
庫
支
配
を
強
化
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
都
県
制
的
支
配
の
上
に
立
つ
強
力
な
皇
帝
権
、
と
い
う
形
式
が
見
事
に
実
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
表
面
だ
け
で
あ
る
。
逆
か
ら
言
え
ば
財
政
上
の
諸
機
能
を
移
管
し
た
の
は
地
方
の
要
求
に
対
す
る
妥
協
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
財
政
制
度
改
革
は
制
度
的
・
形
式
的
に
中
央
集
権
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
地
方
分
権
化
を
促
進
す
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
郡
県
制
と
い
う
秀
れ
て
中
央
集
権
的
な
体
制
も
、
そ
の
内
部
に
濠
族
の
発
展
と
い
う
要
因
を
抱
え
、
彼
ら
に
よ
っ
て
そ
れ
が
運
営
さ
れ
て
ゆ
く
時
、
逆
に
地
方
分
権
化
を
促
進
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
前
漢
後
期
、
財
政
は
こ
の
郡
県
制
的
支
配
の
基
盤
で
あ
る
土
地
所
有
小
農
民
に
益
々
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
同
時
に
豪
族
に
よ
っ
て
こ
の
基
盤
そ
の
も
の
が
掘
崩
さ
れ
、
し
か
も
彼
ら
に
よ
る
郡
県
制
支
配
の
変
質
乃
至
空
洞
化
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
は
、
王
雰
に
と
っ
て
は
も
@
 
5
-
つ
の
悲
劇
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
を
直
接
継
承
す
る
も
の
の
暗
い
未
来
を
予
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
注
①
拙
稿
「
悦
代
財
政
制
度
に
関
す
る
一
考
察
」
に
つ
い
て
」
ハ
集
刊
東
洋
学
第
=
二
号
〉
。
〔
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
ハ
第
一
部
B
)
第
二
三
巻
第
一
号
〕
及
び
「
渋
代
財
政
制
度
夜
半
の
経
済
的
要
因
玉
葬
代
の
財
政
( 
山
回、_.
j¥ 
ノl
①
鋳
銭
は
漢
書
巻
九
九
中
正
事
伝
中
始
時
記
国
元
年
条
に
「
叉
泣
諜
大
夫
五
十
人
分
鋳
銭
於
都
圏
」
と
あ
る
よ
う
に
、
各
都
国
で
も
鋳
鋭
さ
せ
て
お
り
、
上
林
三
官
の
み
で
は
な
い
。
し
か
し
武
帝
元
仰
四
年
以
来
銅
銭
鋳
造
を
一
手
に
引
受
け
て
き
た
上
林
三
官
由
比
重
は
大
き
い
も
自
で
あ
っ
た
ろ
う
。
腕
西
省
博
物
館
文
管
会
考
古
調
査
組
「
長
安
関
頭
築
様
代
銭
詰
逃
祉
制
査
」
(
考
古
一
九
七
二
年
第
五
号
)
に
よ
れ
ば
、
銭
稲
田
出
土
地
は
今
日
目
西
安
=
一
橋
、
戚
陽
市
由
清
河
南
岸
及
び
郡
県
と
長
安
県
の
交
界
地
点
な
ど
に
集
中
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
漢
代
上
林
苑
D
範
囲
に
あ
る
ロ
こ
れ
か
ら
み
て
も
広
大
な
上
林
苑
白
各
地
に
鋳
銭
所
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
王
事
は
上
林
苑
そ
の
も
り
に
は
何
ら
変
更
を
加
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
り
前
漢
の
鋳
銭
所
在
そ
り
ま
ま
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
予
民
が
水
衡
都
尉
同
様
鋳
銭
担
当
官
で
あ
っ
た
か
否
か
は
断
定
で
き
る
根
拠
を
も
た
な
い
。
③
出
国
ロ
吾
ω
二
-4
『
自
問
昌
吉
岡
E
a
v官
。
E
E
E
H
O
宮崎
R
E
q・
同
d
E怠
h
H
u
s
-
H
H
H〈
L
E
D
-
但
し
本
文
の
「
寧
賦
」
は
原
文
に
J
Z
自
白
E
弓
EM九
、
と
あ
る
も
由
で
あ
る
。
又
同
氏
は
武
剛
聞
な
ど
で
関
税
が
徴
収
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
関
税
が
前
抽
出
代
田
財
政
上
に
も
つ
比
重
は
小
さ
い
ハ
但
し
辺
境
設
置
白
も
の
を
除
外
す
る
)
。
吉
田
虎
雄
民
は
高
祖
の
時
に
関
税
は
廃
止
さ
れ
た
引
、
武
帝
太
初
四
年
か
ら
ま
た
徴
収
さ
れ
た
と
す
る
。
(
同
氏
著
『
丙
漢
租
税
の
研
究
』
)
確
か
に
九
章
算
術
に
も
関
税
由
計
算
例
が
あ
り
、
漢
代
に
お
け
る
関
税
の
存
在
ま
で
は
否
定
し
き
れ
な
い
が
、
吉
田
民
自
身
も
述
べ
る
よ
う
に
、
武
帝
代
に
限
定
さ
れ
る
武
関
だ
け
白
特
例
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
徒
弘
農
都
尉
、
治
武
関
、
税
出
入
者
、
以
給
関
吏
卒
食
。
」
(
浪
費
巻
六
武
帝
紀
太
初
四
年
条
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
武
帝
代
に
ま
だ
多
か
っ
た
各
宮
署
の
自
給
制
白
原
則
に
泊
っ
た
措
置
と
考
え
ら
れ
る
り
で
あ
る
。
但
し
王
務
代
の
関
税
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
①
問
民
「
『
践
更
と
過
更
|
如
淳
説
の
批
判
』
補
巡
」
ハ
『
索
漠
隔
唐
史
D
研
究
』
上
回
八
三
頁
〉
。
①
同
民
「
漢
書
食
貨
志
に
見
え
る
『
更
賦
h
に
つ
い
て
」
(
立
命
館
文
学
二
六
五
号
〉
。
こ
の
点
楠
山
修
作
「
克
賦
と
寧
賦
」
〔
和
歌
山
県
立
海
南
高
技
研
究
紀
要
第
二
号
〉
も
、
「
更
」
と
「
賦
」
に
わ
け
て
、
過
吏
銭
で
あ
る
「
官
民
」
と
賦
銭
(
主
と
し
て
算
賦
〉
で
あ
る
「
賦
」
と
を
指
す
と
す
る
。
@
前
掲
拙
稿
「
漠
代
財
政
制
度
変
革
由
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
」
注
一
七
番
照
。
な
お
文
物
一
九
七
四
年
六
期
目
長
江
流
域
第
二
期
文
物
考
古
工
作
人
員
訓
練
班
「
湖
北
江
陵
鳳
風
山
西
漢
基
発
掘
間
報
」
・
賞
盛
時
「
江
陵
胤
国
山
漢
基
附
繍
及
其
在
歴
史
地
理
研
究
上
的
価
値
」
及
び
弘
一
「
江
陵
胤
風
山
十
号
制
間
基
簡
捌
初
探
」
と
同
七
期
袈
錫
圭
「
湖
北
江
殴
鳳
凪
山
十
号
漢
基
出
土
簡
関
考
釈
」
に
よ
れ
ば
、
江
陵
郊
外
楚
白
故
都
紀
南
域
内
白
鳳
阻
山
で
発
捌
さ
れ
た
文
帝
景
帝
頃
む
も
の
と
推
測
さ
れ
る
三
座
の
前
漢
基
か
ら
多
数
の
竹
筒
木
剛
聞
が
出
土
し
、
当
時
四
商
業
や
税
役
徴
収
の
実
際
由
一
端
が
窺
わ
れ
る
貴
重
な
内
容
を
も
つ
も
白
で
あ
る
己
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
り
内
十
号
基
出
土
三
号
木
閣
に
「
街
」
・
「
藁
」
と
い
う
文
字
が
あ
り
、
一
一
つ
の
旦
か
ら
徴
収
さ
れ
る
砲
詰
課
税
に
関
す
る
も
白
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
(
寅
盛
理
氏
は
一
地
主
が
佃
戸
か
ら
徴
収
し
た
窮
襲
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
が
、
他
の
三
つ
の
報
告
の
如
く
勢
轟
税
に
関
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
)
れ
に
よ
れ
ば
、
調
藁
税
白
対
象
は
加
藤
繁
「
漢
代
に
於
け
る
国
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
の
区
別
並
び
に
帝
室
財
政
一
斑
」
(
『
支
部
経
済
史
考
在
』
上
)
に
言
う
よ
う
な
新
墾
地
の
み
、
と
い
う
狭
い
も
白
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い
全
耕
地
を
そ
の
対
象
と
す
る
自
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
又
未
だ
多
〈
四
部
分
が
現
物
で
徴
収
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
少
量
で
は
あ
る
が
銭
で
折
納
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
事
例
を
提
供
す
る
も
白
で
あ
る
と
い
う
と
と
が
わ
か
る
。
本
文
に
述
べ
た
湧
藁
税
白
銭
納
化
は
、
と
り
よ
う
な
前
段
初
期
に
出
現
し
て
い
た
銭
で
白
折
納
が
漸
次
拡
大
し
た
も
り
で
あ
ろ
う
。
叉
こ
の
木
版
に
よ
れ
ば
、
戸
鶴
と
困
窮
白
区
別
と
共
に
、
調
と
張
。
区
別
が
明
確
で
あ
り
、
し
か
も
勢
町
価
値
が
諜
白
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
(
戸
潟
と
因
調
に
つ
い
て
は
不
明
。
)
一
般
的
に
は
酒
認
は
穀
物
の
わ
ら
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
地
で
は
刈
草
と
わ
ら
を
区
別
し
て
徴
収
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
黄
土
地
帯
の
中
原
と
祖
湿
な
揚
子
江
治
岸
と
で
は
、
わ
ら
り
重
要
性
が
自
づ
か
ら
呉
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
木
版
に
見
え
る
形
で
北
方
で
も
徴
収
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
漠
帝
国
の
中
核
地
帯
を
な
す
中
原
で
は
、
現
誕
の
多
く
は
や
は
り
わ
ら
で
徴
収
さ
れ
た
白
で
は
な
か
ろ
aY4μ
。
①
な
ぜ
な
ら
、
園
地
や
城
郭
由
余
地
で
り
生
産
は
有
利
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
来
そ
れ
ら
は
山
沢
園
池
田
税
田
中
に
含
ま
れ
る
筈
白
も
D
で
あ
る
か
ら
、
大
規
模
な
商
業
的
生
産
で
あ
る
な
ら
ば
当
然
す
で
に
課
税
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
@
前
掲
拙
稿
「
漢
代
財
政
制
度
に
関
す
る
一
考
察
」
。
①
同
氏
前
掲
論
文
。
⑮
同
右
。
@
漢
書
巻
六
四
下
賀
調
之
伝
に
「
民
賦
数
百
、
造
塩
鉄
泊
桜
之
利
、
以
佐
用
度
、
猶
不
能
足
」
と
あ
っ
て
、
武
帝
の
時
賦
が
数
百
銭
に
も
な
っ
た
か
り
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
算
賦
の
税
額
を
一
部
す
も
り
で
は
な
く
、
算
事
船
や
そ
り
他
白
も
の
を
含
め
て
述
べ
た
、
多
分
に
誇
張
さ
れ
た
数
字
で
あ
ろ
う
。
(
同
巻
七
八
稀
望
之
伝
の
張
倣
D
言
葉
を
参
照
せ
よ
)
@
例
え
ば
同
巻
七
二
両
製
伝
の
「
制
度
泰
響
、
刑
嗣
泰
深
、
賦
倣
泰
重
」
と
い
う
言
葉
。
⑬
楠
山
民
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
「
更
賦
」
白
事
例
全
て
を
「
更
」
(
過
臣
)
と
「
賦
」
門
主
と
し
て
算
賦
〉
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
が
、
疑
問
で
あ
る
。
確
か
に
平
中
前
掲
論
文
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
更
賦
」
を
「
更
」
(
更
割
問
)
と
「
賦
」
の
丙
義
に
用
い
た
例
D
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
全
て
の
事
例
に
ま
で
及
ぼ
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
過
更
」
・
「
更
賦
」
・
「
更
」
の
使
い
わ
け
も
、
「
算
」
・
「
算
賦
」
・
「
賦
」
由
使
い
わ
け
と
同
様
別
に
問
題
は
な
い
。
叉
後
漢
書
安
帝
紀
り
元
初
元
年
白
条
に
あ
る
「
田
租
更
一
賦
口
算
」
と
、
同
永
初
四
年
の
条
に
あ
る
「
述
租
過
吏
口
算
窃
葉
」
と
い
う
-
一
つ
の
記
事
も
、
「
吏
賦
」
は
「
過
更
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
解
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
頁
賦
」
と
「
過
吏
」
が
同
じ
も
白
を
指
す
例
と
考
え
た
方
が
よ
い
と
恩
わ
れ
主
葬
代
の
財
政
( 
山
回、J
j¥ 
i¥ 
四
る
の
で
あ
る
。
@
後
漢
書
巻
五
入
院
関
伝
に
「
尋
永
平
・
章
和
中
、
州
郡
以
走
平
銭
給
貸
貧
人
」
と
あ
り
、
「
走
卒
銭
」
な
る
も
自
由
存
在
が
知
ら
れ
る
。
吉
田
虎
雄
氏
は
こ
れ
を
「
卒
更
の
免
役
銭
」
と
す
る
が
(
同
局
前
掲
著
書
)
、
税
役
免
除
詔
令
そ
り
他
に
は
全
て
「
更
賦
」
・
「
過
戻
」
・
「
更
」
と
記
さ
れ
て
い
る
白
に
「
走
卒
銭
」
と
す
る
理
由
が
不
明
で
あ
る
。
こ
の
場
合
特
に
地
方
で
の
不
正
使
用
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
り
で
あ
る
か
ら
、
地
方
的
性
格
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
浜
口
氏
が
「
泰
演
時
代
の
循
役
労
働
に
関
す
る
一
問
題
」
・
「
唐
に
於
け
る
両
税
法
以
前
D
箔
役
労
働
」
(
共
に
同
氏
前
掲
著
書
所
収
〉
に
お
い
て
述
べ
る
如
く
、
泰
相
同
時
代
に
は
、
規
則
的
な
中
央
へ
の
労
働
奉
仕
は
な
か
っ
た
り
で
あ
る
か
ら
、
単
純
に
中
央
的
な
更
賦
に
対
し
て
地
方
的
な
「
走
卒
銭
」
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
本
文
に
述
べ
た
よ
う
な
財
政
上
申
理
由
に
よ
っ
て
、
克
賦
が
銭
納
化
す
る
と
と
も
に
、
特
に
地
方
に
お
い
て
別
に
実
役
徴
発
が
な
さ
れ
、
免
香
し
た
も
白
か
ら
「
走
卒
銭
」
を
徴
収
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
後
漢
時
代
に
は
術
役
白
中
央
的
な
も
自
(
吏
賦
銭
〉
と
地
方
的
な
も
D
C
E
卒
)
と
が
、
極
め
て
変
則
的
な
形
で
は
あ
る
が
事
実
上
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
白
で
あ
る
。
⑬
礼
記
王
制
に
「
用
民
之
力
、
歳
不
過
三
日
」
と
あ
り
、
公
平
伝
笠
公
十
五
年
条
に
「
古
者
什
一
而
絡
」
と
あ
る
。
⑬
注
①
で
触
れ
た
臥
臥
山
十
号
選
出
土
五
号
木
闘
に
「
口
銭
」
が
見
え
る
。
も
し
こ
れ
が
漠
初
に
も
存
在
し
た
〔
平
中
苓
次
「
漢
代
白
馬
口
銭
と
口
銭
」
(
『
中
国
古
代
田
田
制
と
税
法
』
)
〕
口
銭
を
意
味
す
る
も
り
と
す
れ
ば
、
口
銭
も
叉
算
賦
同
様
、
「
算
」
で
数
え
ら
れ
る
税
役
負
担
者
か
ら
納
め
ら
れ
る
も
の
白
如
く
で
あ
り
、
徴
収
の
実
際
か
ら
す
れ
ば
、
賦
般
の
一
項
目
に
該
当
し
よ
う
ロ
但
し
そ
の
帰
属
を
異
に
す
る
申
で
あ
る
が
。
⑫
同
局
「
古
代
中
国
賦
税
制
度
」
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
一
)
。
⑬
森
鹿
=
一
「
居
延
出
土
田
玉
事
簡
」
〔
東
方
学
報
ハ
京
都
)
第
三
三
冊
〕
に
よ
れ
ば
、
王
葬
時
代
は
「
奉
」
を
「
禄
」
と
し
た
と
言
う
。
そ
れ
が
見
ら
れ
る
簡
白
多
く
で
、
禄
と
し
て
島
を
支
給
し
て
い
る
。
と
の
こ
と
も
叉
前
漢
時
代
と
は
異
な
り
、
恒
常
的
に
布
吊
が
徴
収
さ
れ
て
中
央
・
地
方
に
集
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
傍
証
す
る
も
り
で
あ
ろ
う
。
⑬
カ
役
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
年
三
日
の
役
が
理
想
で
あ
る
が
、
到
底
実
現
不
可
能
で
あ
る
。
@
上
田
数
字
は
労
株
「
居
延
抽
出
関
考
釈
之
部
」
の
怒
号
、
下
は
原
簡
編
号
。
以
下
問
じ
。
@
注
⑬
森
論
文
参
照
。
@
日
野
閲
三
郎
『
唐
代
租
調
席
目
研
究
l
色
額
篇
』
=
一
九
一
一
良
参
照
。
@
一
宍
を
基
準
と
す
る
家
族
で
あ
る
か
ら
、
一
家
五
人
で
-
夫
婦
、
一
ニ
人
目
干
ハ
七
t
一
四
歳
が
二
人
、
六
歳
以
下
が
一
人
)
と
す
る
。
休
閑
農
耕
を
考
慮
に
容
れ
て
一
畝
当
り
一
、
五
(
漠
代
〉
石
の
平
均
収
量
と
す
る
と
、
前
謀
代
田
場
合
は
、
田
租
五
石
、
算
賦
二
回
O
銭
、
口
銭
が
四
六
銭
、
そ
れ
に
一
歳
一
月
四
過
更
銭
が
=
一
O
O銭
と
す
る
と
、
合
計
五
八
六
銭
を
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
壬
葬
代
目
場
合
は
、
田
租
が
一
五
石
と
な
る
が
、
殺
価
を
低
く
見
て
三
O
銭
と
し
て
も
、
田
租
で
三
O
O銭
多
く
な
り
、
夫
布
が
良
一
匹
で
あ
れ
ば
合
計
七
0
0銭
、
布
で
あ
れ
ば
六
三
O
銭
が
合
計
額
と
な
る
。
⑧
平
中
「
居
延
漢
簡
と
漢
代
目
財
産
税
」
ハ
同
民
前
掲
著
書
所
収
v
。
@
問
氏
前
掲
論
文
。
⑧
但
し
塩
鉄
・
銭
布
銅
冶
が
別
に
六
箆
由
一
項
目
で
あ
る
か
ら
、
塩
・
鉄
・
銅
な
ど
の
特
殊
な
産
物
は
除
外
さ
れ
る
。
叉
金
・
銀
な
ど
は
司
市
銭
府
へ
申
告
す
る
。
@
宮
崎
「
六
朝
陪
唐
自
社
会
」
ハ
歴
史
教
育
一
二
巻
五
号
)
及
び
河
地
重
造
「
主
一
持
政
権
白
出
現
」
(
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
四
〉
。
@
河
地
前
掲
論
文
。
@
宋
叙
五
氏
は
前
諜
時
代
目
金
一
斤
H
万
銭
と
い
う
一
定
し
た
比
側
白
存
在
を
疑
っ
て
い
る
が
(
『
西
灘
貨
幣
史
初
稿
』
)
、
そ
白
根
拠
は
十
分
な
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
五
鍬
銭
白
発
行
後
は
、
五
鍬
銭
を
基
準
と
し
て
あ
る
程
度
己
由
比
価
が
維
持
さ
れ
た
も
白
と
思
わ
れ
る
。
@
彰
信
威
『
中
国
貨
幣
史
」
一
一
九
頁
。
⑧
牧
野
巽
「
中
国
古
代
貨
幣
経
済
白
衰
額
過
程
」
(
一
橋
大
学
『
社
会
と
文
化
申
諸
相
』
)
。
@
日
野
氏
は
前
掲
著
書
六
二
六
頁
で
、
銭
と
布
絹
と
む
貨
幣
と
し
て
白
流
通
は
相
克
関
係
に
な
い
が
、
金
銀
と
布
絹
が
軽
貨
と
し
て
相
克
関
係
に
あ
る
と
言
う
。
極
め
て
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
王
葬
代
白
布
吊
の
進
出
も
、
単
に
貨
幣
経
済
白
混
乱
か
ら
だ
け
で
な
く
、
金
銀
回
数
量
面
か
ら
も
考
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
⑧
河
地
前
掲
論
文
。
西
嶋
定
生
『
中
国
の
歴
史
』
第
二
巻
索
漠
帝
閏
(
静
談
社
〉
。
@
後
抽
出
D
財
政
制
度
創
設
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
王
努
代
田
財
政
( 
山
回、J
八
五
